
Ｅ-mail  ：　info@kashiwa-cci.or.jp

柏の景気情報 （平成３０年１１月分 ）

2018/12/10

柏　　商　　工　　会　　議　　所

（本件担当）　柏商工会議所 中小企業相談所 振興課
〒277-0011   千葉県柏市東上町７－１８

Ｔ Ｅ Ｌ　：　０４－７１６２－３３０５
Ｆ Ａ Ｘ　：　０４－７１６２－３３２３

　　　　Ｕ Ｒ Ｌ　：　http://www.kashiwa-cci.or.jp



：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

70
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柏の景気情報 （平成３０年１１月分 ）

建　　　設 18
16
21

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成３０年１１月２６日　～　平成３０年１２月９日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１５６事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
40.9%
48.5%

回答数
44.9%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １増加他の回答割合 － ３減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

47.7%

▲25＞DI

35 15 42.9%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
６月 ▲ 21.1 ±0.0 ▲ 30.7 ▲ 39.1 ▲ 13.3
７月 ▲ 30.9 ▲ 21.0 ▲ 25.0 ▲ 54.5 ▲ 14.2
８月 ▲ 11.4 ▲ 5.8 △ 7.1 ▲ 37.5 △ 6.6
９月 ▲ 20.0 ▲ 22.2 ▲ 12.5 ▲ 33.3 ▲ 6.6

１０月 ▲ 12.8 ▲ 10.5 △ 6.2 ▲ 36.8 ▲ 6.2
１１月 ▲ 12.8 ▲ 5.5 △ 12.5 ▲ 38.0 ▲ 13.3

見通し ▲ 8.5 ▲ 16.6 △ 12.5 ▲ 14.2 ▲ 13.3
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「仕入価格上昇分、転嫁できず」（職別工事業）、「毎年多くの仕入先で価格改定がある時期。今年も多くのアイテムが一
斉値上げ。連動して販売価格を値上げできるものもあるが、市場での競合が激しいアイテムには難しい。客先との値上げ交渉もアイ
テム毎にしなければならず難攻しそう」（自動車付属品製造業）、「仕入価格の値上げ要望が続く」（機械・同部品製造業）、「中国が
米国から古紙を仕入できなくなり、日本の紙が不足し値上がりしている」（紙製容器製造業）、「新年度春物商品の仕入れ在庫で当面
の資金繰り厳しい。また、退職者を見込み人員確保（資格者、技術者）をしているが、確保の為に賞与も支給予定。この人件費増が
収益の負担」（飲食料品小売業）との声が寄せられた。

【卸小売業】からは、「陽気が暖かいせいか休日に出かける人が多く、郊外店舗の為来客数減少。一時出た季節商品の
売上がストップ状態。消費税増税時の軽減措置が分かりにくい。薄利の為、カード手数料もあり、セール期間中は現金
支払いの協力をお願いしている」（飲食料品小売業）、「１人当たりの顧客単価は昨年並。買上げ点数は微増の状況。衣
料品は暖冬の影響で非常に厳しい状況に」（各種商品小売業）、「新学期商品の教科書、副読本の販売があり１～４月
までがピーク。特に３、４月の売上で全体の８割が終了」（書籍・文房具小売業）、「１１月から日本ワインの表示が変わ
り、市況への影響を予測したが、あまり売上に変化なし。定番品の売上は前年通りだが、スポット的な売上が昨年より落
ち込む。市場が冷えて高単価商品の購買力が落ちたのか原因はわからない。１２月の需要期に期待」（食料・飲料卸売
業）、「テナントの入れ替わりが早く、定着しない」（各種商品小売業）などのコメントが寄せられた。

.

◎経費増加

.

【サービス業】からは、「売上減少について、メニュー内容や接客等、店内における問題点を考える」（酒場・ビヤホー
ル）、「ランチは良いが、夜の顧客が少ない。デリバリーは昼が良い。仕入は野菜の価格が安定してきた」（食堂・レストラ
ン）、「ドライバー不足からくる引越業者の需給ギャップ解消対策で、社員の早めの転勤、移動を打つ企業が出ている。
通常より繁忙期が早まりそう」（不動産賃貸・管理業）、「残す１ヶ月。戦略的ビジネスを描き向かう。先が読めない」（ソフ
トウェア業）、「ジワジワと効いてくる我が国のトップ企業の売上ダウン、中小企業にも響くか。市内の経営者に聞く景気
は、多忙なれど利益上がらず。オリンピック景気はないだろうとの声」（投資顧問）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「１１月は暖かかった為、１０月に売れる品が１ヵ月ずれ込んで売れている。冬物の出が悪く、特にコートが悪い。ただ人
手は多く、売上は大きく落とさなかった」（婦人・子供服小売業）、「比較的天候も安定していて、客足も良かった」（菓子・パン小売
業）、「１１月２７日にステーションモール館２Ｆにフードストリートがオープン。入店客数は伸長し売上は堅調に推移」（各種商品小売
業）、「高齢者の資産処分や、相続物件の売却依頼等の引き合いが増加。家賃並で購入できる値頃感のある住宅、マンションは安
定して需要あり。高額物件の動きは鈍い」（不動産管理業）、「西口東口共に飲食新店ラッシュで好調。街の賑わいは飲食と大型店と
の共存である」（不動産賃貸業）との声が寄せられた。

◎売上安定

【製造業】からは、「医療向け建材が停滞。見通しも下降傾向」（特殊産業用機械）、「決算では、前期の売上高より上昇
したが、利益率の低下により今後の資金繰りに不安。原因を模索する」（印刷業）、「印刷の仕事自体が各会社で出来る
ことと印刷会社でしか出来ない仕事とに完全に分けられる時代。自社の存在理由を明確にしていかなければ生き残れ
ない」（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【平成３０年１１月の調査結果のポイント】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．８（前月水準▲１２．８)となり、変わら
なかった。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△１２．５(同△６．２)である。マイナス
幅が縮小した業種は、建設業▲５．５(同▲１０．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、
サービス業▲１３．３(同▲６．２)、卸小売業▲３８．０(同▲３６．８)である。

○

≪業況ＤＩは変わらず。先行きは懸念材料多いが横ばいで推移≫

【建設業】からは、「消費税ＵＰ前の駆け込み需要を感じるが、年内の仕事に追われている。年明け後の話も前年よりあ
るようだが、どうなるのか見通し辛い」（一般土木建築工事業）、「最近は３ヵ月先の工事受注見通しも不透明感あり。好
況の業種と不況の業種が分断されている」（電気工事業）、「消費税増税を嫌気してか、一般顧客の注文が殺到。来年
は当社もキャッシュレス化を検討しなくては」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。
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平成３０年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 21.1 ▲ 30.9 ▲ 11.4 ▲ 20.0 ▲ 12.8 ▲ 12.8 ▲ 8.5 ( ▲ 14.2 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 21.0 ▲ 5.8 ▲ 22.2 ▲ 10.5 ▲ 5.5 ▲ 16.6 ( ▲ 5.2 )

製　　　 造 ▲ 30.7 ▲ 25.0 △ 7.1 ▲ 12.5 △ 6.2 △ 12.5 △ 12.5 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 39.1 ▲ 54.5 ▲ 37.5 ▲ 33.3 ▲ 36.8 ▲ 38.0 ▲ 14.2 ( ▲ 47.3 )

サ ー ビ ス ▲ 13.3 ▲ 14.2 △ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 6.2 ▲ 13.3 ▲ 13.3 ( ±0.0 )

平成３０年１１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成３０年１１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲８．５（前月水準▲１４．
２）となり、マイナス幅が５．７ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△１２．５(同±０．
０)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲１４．２(同▲４７．３)である。マイナ
ス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１３．３(同±０．０)、建設業▲１
６．６(同▲５．２)である。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△１２．５(同△６．２)である。
マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲５．５(同▲１０．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、
幅の大きい順に、サービス業▲１３．３(同▲６．２)、卸小売業▲３８．０(同▲３６．８)である。

○

○

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．８（前月水準▲１２．８)とな
り、変わらなかった。

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成３０年１１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１１月の業況

１１月
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,○

平成３０年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 8.4 ▲ 22.5 ▲ 11.4 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ▲ 7.1 ( ▲ 11.4 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 21.0 ▲ 5.8 ▲ 22.2 ▲ 26.3 ▲ 5.5 ▲ 11.1 ( ▲ 10.5 )

製　　　 造 ▲ 23.0 ▲ 12.5 △ 7.1 △ 12.5 △ 18.7 △ 18.7 ±0.0 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 26.0 ▲ 45.4 ▲ 41.6 ▲ 28.5 ▲ 21.0 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ( ▲ 36.8 )

サ ー ビ ス △ 20.0 ±0.0 △ 13.3 △ 6.6 ▲ 6.2 ▲ 6.6 △ 6.6 ( ±0.0 )

先行き見通し

　　平成３０年１１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲５．５(同▲２６．３)であ
る。変らない業種は、製造業△１８．７(同△１８．７)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、卸小売業▲３８．０(同▲２１．０)、サービス業▲６．６(同▲６．２)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．１（前月水準▲１１．
４）となり、マイナス幅が４．３ポイント縮小する見通しである。

○

【平成３０年１１月の売上についての状況】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．０（前月水準▲１０．０）とな
り、変わらなかった。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△６．６(同±
０．０)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲１９．０(同▲３６．８)である。プラ
ス幅が縮小する見通しの業種は、製造業±０．０(同△６．２)である。マイナス幅が拡大する見通し
の業種は、建設業▲１１．１(同▲１０．５)である。

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１１月の売上

１１月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成３０年１１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成３０年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 16.9 ▲ 32.3 ▲ 15.7 ▲ 24.2 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ( ▲ 17.1 )

建　　　 設 ▲ 10.0 ▲ 31.5 ▲ 5.8 ▲ 38.8 ▲ 31.5 ▲ 16.6 ▲ 44.4 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ▲ 7.6 ▲ 18.7 △ 14.2 ±0.0 △ 18.7 △ 12.5 ▲ 6.2 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 39.1 ▲ 54.5 ▲ 50.0 ▲ 28.5 ▲ 26.3 ▲ 42.8 ▲ 23.8 ( ▲ 36.8 )

サ ー ビ ス ±0.0 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 12.5 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ( ▲ 12.5 )

【平成３０年１１月の採算についての状況】

○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．４（前月水準▲１４．２）とな
り、マイナス幅は７．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲１６．６(同▲３１．５)であ
る。プラス幅が縮小した業種は、製造業△１２．５(同△１８．７)である。マイナス幅が拡大した業種
は、幅の大きい順に、サービス業▲３３．３(同▲１２．５)、卸小売業▲４２．８(同▲２６．３)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２１．４（前月水準▲１７．
１）であり、マイナス幅が４．３ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲２３．８(同▲３６．８)、サービス業▲６．６(同▲１２．５)である。マイナス幅が拡大する見通し
の業種は、幅の大きい順に、建設業▲４４．４(同▲１５．７)、製造業▲６．２(同±０．０)である。

先行き見通し

　　平成３０年１１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１１月の採算

１１月

▲ 70.0

▲ 60.0
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▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成３０年１１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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○

平成３０年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 43.6 ▲ 35.2 ▲ 31.4 ▲ 42.8 ▲ 45.7 ▲ 37.1 ▲ 28.5 ( ▲ 27.1 )

建　　　 設 ▲ 35.0 ▲ 36.8 ▲ 41.1 ▲ 44.4 ▲ 47.3 ▲ 50.0 ▲ 27.7 ( ▲ 36.8 )

製　　　 造 ▲ 53.8 ▲ 18.7 ▲ 35.7 ▲ 56.2 ▲ 37.5 ▲ 37.5 ▲ 25.0 ( ▲ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 47.8 ▲ 40.9 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 52.6 ▲ 33.3 ▲ 28.5 ( ▲ 31.5 )

サ ー ビ ス ▲ 40.0 ▲ 42.8 ▲ 13.3 ▲ 26.6 ▲ 43.7 ▲ 26.6 ▲ 33.3 ( ▲ 25.0 )

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２８．５（前月水準▲２７．
１）となり、マイナス幅が１．４ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲２７．７(同▲３６．８)、卸小売業▲２８．５(同▲３１．５)である。マイナス幅が拡大する見通しの
業種は、幅の大きい順に、製造業▲２５．０(同▲１２．５)、サービス業▲３３．３(同▲２５．０)である。

先行き見通し

【平成３０年１１月の仕入単価についての状況】

○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３７．１（前月水準▲４５．７）とな
り、マイナス幅が８．６ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３
３．３(同▲５２．６)、サービス業▲２６．６(同▲４３．７)である。変らない業種は、製造業▲３７．５(同
▲３７．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲５０．０(同▲４７．３)である。

　　平成３０年１１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成３０年１１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１１月の仕入単価

１１月
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○

平成３０年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 △ 28.1 △ 19.7 △ 17.1 △ 22.8 △ 27.1 △ 32.8 △ 31.4 ( △ 28.5 )

建　　　 設 △ 35.0 △ 26.3 △ 29.4 △ 33.3 △ 36.8 △ 44.4 △ 33.3 ( △ 47.3 )

製　　　 造 △ 30.7 △ 18.7 △ 21.4 △ 6.2 △ 31.2 △ 37.5 △ 37.5 ( △ 25.0 )

卸 ・ 小売 △ 17.3 △ 9.0 △ 8.3 △ 23.8 △ 15.7 △ 23.8 △ 28.5 ( △ 15.7 )

サ ー ビ ス △ 33.3 △ 28.5 △ 13.3 △ 26.6 △ 25.0 △ 26.6 △ 26.6 ( △ 25.0 )

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、△３１．４（前月水準△２８．
５）となり、プラス幅が２．９ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業△２８．５(同△１５．７)、製造業△３７．５(同△２５．０)、サービス業△２６．６(同△２５．０)である。
プラス幅が縮小する見通しの業種は、建設業△３３．３(同△４７．３)である。

　　平成３０年１１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△３２．８（前月水準△２７．１）とな
り、プラス幅が５．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業△２３．８
(同△１５．７)、建設業△４４．４(同△３６．８)、製造業△３７．５(同△３１．２)、サービス業△２６．６
(同△２５．０)である。

【平成３０年１１月の従業員についての状況】

○

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成３０年１１月の従業員

１１月
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ＤＩ値
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平成３０年１１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設
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卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成３０年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 4.2 ▲ 16.9 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 10.0 ▲ 11.4 ▲ 1.4 ( ▲ 8.5 )

建　　　 設 △ 5.0 ▲ 10.5 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 5.2 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 7.6 ▲ 12.5 △ 21.4 △ 12.5 ▲ 6.2 △ 6.2 △ 6.2 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 21.7 ▲ 31.8 ▲ 33.3 ▲ 28.5 ▲ 15.7 ▲ 23.8 ±0.0 ( ▲ 31.5 )

サ ー ビ ス △ 13.3 ▲ 7.1 ±0.0 ±0.0 ▲ 12.5 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ( ±0.0 )
　

先行き見通し

平成３０年１１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成３０年１１月の資金繰りについての状況】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１１．４（前月水準▲１０．０）とな
り、マイナス幅が７．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業△６．２(同▲６．２)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２３．８(同▲１５．７)、サービス
業▲２０．０(同▲１２．５)、建設業▲５．５(同▲５．２)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．４（前月水準▲８．５）
となり、マイナス幅が２．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△６．２(同±０．０)
である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業±０．０(同▲３１．５)である。マイナス幅
が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲６．６(同±０．０)、建設業▲５．５(同±
０．０)である。

○

○
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▲ 30.0

▲ 20.0
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±0.0

△ 10.0

△ 20.0
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ＤＩ値
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平成３０年１１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設
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卸 ・ 小売
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▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業
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製 造
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ＤＩ値

産業別 平成３０年１１月の資金繰り

１１月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 10.0 ▲ 7.1 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ▲ 37.1 ▲ 28.5 △ 32.8 △ 31.4
建　　　設 ▲ 5.5 ▲ 11.1 ▲ 16.6 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 27.7 △ 44.4 △ 33.3
製　　　造 △ 18.7 ±0.0 △ 12.5 ▲ 6.2 ▲ 37.5 ▲ 25.0 △ 37.5 △ 37.5
卸 ・小売 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ▲ 42.8 ▲ 23.8 ▲ 33.3 ▲ 28.5 △ 23.8 △ 28.5
サービス ▲ 6.6 △ 6.6 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ▲ 26.6 ▲ 33.3 △ 26.6 △ 26.6

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 12.8 ▲ 8.5 ▲ 11.4 ▲ 1.4
建　　　設 ▲ 5.5 ▲ 16.6 ▲ 5.5 ▲ 5.5
製　　　造 △ 12.5 △ 12.5 △ 6.2 △ 6.2
卸 ・小売 ▲ 38.0 ▲ 14.2 ▲ 23.8 ±0.0
サービス ▲ 13.3 ▲ 13.3 ▲ 20.0 ▲ 6.6

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成３０年１１月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種
消費税UP前の駆け込み需要を感じていますが、年末なので年内の仕事に追われて
います。年明け後の話も前年よりはあるような感じですが、これからどうなるのかは見
通しづらい感じです。

消費税増税
先行き不透明

一般土木建築工事業

６ヵ月、１年先の工事受注見通しが、最近は３ヵ月先も不透明感あり。好況の業種と不
況の業種が分断されている。 先行き不透明 電気工事業

来年の今頃畳工事をすると消費税が10％になってしまうことを嫌気してか、一般顧客
の注文が殺到。来年は当社もカード支払いを可能にして、キャッシュレス化を検討し
なくては。

消費税増税
受注増加

キャッシュレス化
内装工事業

11月2名採用。仕入価格上昇分、転嫁できず。 人員確保
経費増加

職別工事業

今月は毎年多くの仕入先で価格改定がある時期であり、今年も多くのアイテムが一
斉に値上がりした。販売価格を仕入価格の値上がりに連動して値上げできるものもあ
るが、市場での競合が激しいアイテムについては、一斉値上げが難しく、客先との値
上げ交渉もアイテム毎にしなければならず、時間がかかり難攻しそうである。

経費増加 自動車付属品製造業

医療向け建材が停滞。見通しも下降傾向。 売上停滞 特殊産業用機械

仕入価格の値上げ要望が続いている。 経費増加 機械・同部品製造業

中国が米国からの古紙の仕入が出来なくなり、日本の古紙が値上がりしている。日
本の紙が不足になり、値上がりしている。 経費増加 紙製容器製造業

2018年度の決算では、前期の売上高より上昇したけれど、利益率の低下により今後
の資金繰りに不安がある。原因を模索する。

利益率低下
資金繰り不安

印刷業

印刷の仕事自体が各会社で出来ることと印刷会社でしか出来ない仕事とに完全に分
けられる時代になった。自社の存在理由を明確にしていかなければ生き残れない。 企業の存在意義 印刷業

新年度(31年)春物商品の仕入れ在庫で当面の資金繰り厳しい。業績に影響するので
退職者を見込み人員確保(資格者、技術者)をしているが、この部分の人件費増が収
益の負担になっていて資金繰りが厳しい。業績は厳しいが資格者確保の為賞与も支
給予定で資金繰りが厳しい。陽気が暖かいせいか連休(休日)に出かける人が多く、
郊外店舗の為来客数が減少。一時出た季節商品の売上がストップ状態。消費税増税
時の軽減措置が分かりにくい。会社関係(飲食)の配達もある。また、薄利の為セール
期間中はカード手数料もあり、現金支払いにご協力をお願いしている。文具、菓子等
100円～200円単位の買い物もある。

経費増加
暖冬の影響
売上停滞

消費税増税

飲食料品小売業

暖かい11月であった為、本来10月に売れる品が１ヵ月ずれ込んで売れている。冬物
の出が悪い。特にコートの出が悪い。ただ人手が多く感じその分売上は大きく落とす
ことはなかった。

暖冬の影響
売上安定

婦人・子供服小売業

お客様1人当たりの単価はほぼ昨年並、1人当たりの買い上げ点数は微増の状況。
衣料品は暖冬の影響で非常に厳しい状況となった。 暖冬の影響 各種商品小売業

新学期商品の教科書、副読本の販売であり1月～4月までがピーク。特に３月、４月の
売上で全体の8割が終了する。 新学期商品 書籍・文房具小売業

11月から日本ワインの表示が変わり、市況に影響があると予測したが、あまり売上に
変化がなかった。定番品の売上は前年通りであるが、スポット的な売上が昨年より落
ち込んでいる。2年連続同じ企画を行わないのか、それとも市場が冷えて高単価商品
の購買力が落ちたのか原因はわからない。12月の需要期に期待をしたい。

売上減少 食料・飲料卸売業

11月は比較的天候も安定していて、客足も良かったです。 暖冬の影響
売上安定

菓子・パン小売業

11月27日にステーションモール館2Fにフードストリートがオープンし、入店客数は伸長
し売上は堅調に推移。 売上安定 各種商品小売業

テナントの入れ替わりが早く、定着しない。 テナント定着率低迷 各種商品小売業

売上減少について。店内における問題点を考えるようにします。メニュー内容、接客
等 売上減少 酒場・ビヤホール

ランチは良いが、夜のお客様が少ない。デリバリーは昼は良い。仕入も野菜の価格が
安定してきた。 客足動向 食堂・レストラン

高齢者の資産処分や、相続物件の売却依頼等の引き合いが増えています。家賃並
みで購入できる価額に値頃感のある住宅、マンションは安定して需要があります。高
額物件の動きは鈍いです。

売上安定 不動産管理業

西口東口共に飲食新店ラッシュで好調です。街の賑わいは飲食と大型店との共存で
す。 売上好調 不動産賃貸業

ドライバー不足からくる引越業者の需給ギャップ解消対策として、社員の早めの転
勤、移動を打つ企業が出てきているので、通常より繁忙期が早まりそう。 人手不足 不動産賃貸・管理業

残す１ヶ月。戦略的ビジネスを描き向かう。先が読めません。 先行き不透明 ソフトウェア業

サービス業

建設

製造業

卸小売
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【平成３０年１１月業種別業界内トピックス】

12月1日の米中首脳会談3ヵ月の猶予期間で再交渉、保護主義のトランプ政策解決
は無理。しかしジワジワと効いてくる我が国のトップ企業の売上ダウン、中小企業にも
響くか。市内の経営者に聞く景気は多忙なれど利益上がらずオリンピック景気はない
だろうの声。アベノミクスでの収益はひとまず終了か。しかしドン・キホーテ、ワークマ
ン、代表にユニークな経営感覚は笑い止まらず、アジアも高賃金に変貌、逆に先進国
が自国にAI新工場作る第三イノベーション経済に入ったと想定。借入金を減少させ身
軽な経営方針に転換する足跡聞こえる。株も持ち高減少し政治の流れを熟慮する段
階に。

景気停滞 投資顧問
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各業種より、「１１月は暖かかった為、１０月に売れる品が１ヵ月ずれ込ん
で売れている。冬物の出が悪く、特にコートが悪い。ただ人手は多く、売
上は大きく落とさなかった」（婦人・子供服小売業）、「比較的天候も安定
していて、客足も良かった」（菓子・パン小売業）、「１１月２７日にステー
ションモール館２Ｆにフードストリートがオープン。入店客数は伸長し売上
は堅調に推移」（各種商品小売業）、「高齢者の資産処分や、相続物件
の売却依頼等の引き合いが増加。家賃並で購入できる値頃感のある住
宅、マンションは安定して需要あり。高額物件の動きは鈍い」（不動産管
理業）、「西口東口共に飲食新店ラッシュで好調。街の賑わいは飲食と大
型店との共存である」（不動産賃貸業）との声が寄せられた。

各業種より、「仕入価格上昇分、転嫁できず」（職別工事業）、「毎年多く
の仕入先で価格改定がある時期。今年も多くのアイテムが一斉値上げ。
連動して販売価格を値上げできるものもあるが、市場での競合が激しい
アイテムには難しい。客先との値上げ交渉もアイテム毎にしなければな
らず難攻しそう」（自動車付属品製造業）、「仕入価格の値上げ要望が続
く」（機械・同部品製造業）、「中国が米国から古紙を仕入できなくなり、日
本の紙が不足し値上がりしている」（紙製容器製造業）、「新年度春物商
品の仕入れ在庫で当面の資金繰り厳しい。また、退職者を見込み人員
確保（資格者、技術者）をしているが、確保の為に賞与も支給予定。この
人件費増が収益の負担」（飲食料品小売業）との声が寄せられた。

.
.

◎経費増加

◎売上安定
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【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△３２．８に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２６．
１で柏の方がプラス幅が６．７ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業、製造業、卸小売業であり、製造業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、サービス業である。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１１．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲８．７
で柏の方がマイナス幅が２．７ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、製造業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が
悪い業種は、建設業、卸小売業、サービス業であり、卸小売業は１０ポイン
ト以上悪い。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲２１．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１３．
１で柏の方がマイナス幅が８．３ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方
が悪い業種は、建設業、卸小売業、サービス業であり、卸小売業、サービ
ス業は１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲３７．１に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲４２．
０で柏の方がマイナス幅が４．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、卸小売業、サービス業であり、サービス業は
１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業である。

平成３０年１１月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１２．８に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１４．
９で柏の方がマイナス幅が２.１ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業、製造業であり、製造業は１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業、サービス業である。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．０に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５.３
で柏の方がマイナス幅が４.７ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業、製造業であり、製造業は１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業、サービス業であり、卸小売業
は１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.8 ▲ 5.5  12.5 ▲ 38.0 ▲ 13.3

▲ 14.9 ▲ 9.9 ▲ 10.2 ▲ 29.2 ▲ 13.2

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.0 ▲ 5.5  18.7 ▲ 38.0 ▲ 6.6

▲ 5.3 ▲ 5.9 5.3 ▲ 22.8 ▲ 5.9

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.4 ▲ 16.6  12.5 ▲ 42.8 ▲ 33.3

▲ 13.1 ▲ 13.2 ▲ 7.9 ▲ 23.6 ▲ 14.9

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 37.1 ▲ 50.0 ▲ 37.5 ▲ 33.3 ▲ 26.6

▲ 42.0 ▲ 47.4 ▲ 46.4 ▲ 34.9 ▲ 40.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 32.8  44.4  37.5  23.8  26.6

26.1 35.9 21.7 21.5 29.6

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 11.4 ▲ 5.5  6.2 ▲ 23.8 ▲ 20.0

▲ 8.7 ▲ 3.0 ▲ 7.7 ▲ 17.4 ▲ 7.8

柏の景気

平成３０年１１月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 3 調査期間：平成30年11月14日～20日 
 
調査対象：全国の423商工会議所が3727企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（11 月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
３
カ
月
ぶ
り

の
改
善
。
先
行
き
は
慎
重
な
見

方
崩
れ
ず
横
ば
い
圏
内 

 

１
１
月
の
全
産
業
合
計
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
４.

９
と
、
前
月

か
ら
＋
２
．
３
ポ
イ
ン
ト
の
改

善
。
た
だ
し
、「
悪
化
」
か
ら
「
不

変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、

実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
産
業
用
機

械
や
自
動
車
、
電
子
部
品
関
連
、

建
設
業
が
堅
調
に
推
移
し
た
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光

需
要
の
好
調
な
動
き
や
、
農
産
物

に
つ
い
て
、
夏
以
降
の
価
格
上
昇

に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る
と
指

摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。
他
方
、

原
材
料
費
・
燃
料
費
の
上
昇
や
深

刻
な
人
手
不
足
、
根
強
い
消
費
者

の
節
約
志
向
が
足
か
せ
と
な
っ

て
お
り
、
中
小
企
業
の
業
況
改
善

に
向
け
た
動
き
に
は
鈍
さ
が
見

ら
れ
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
３
．
７
（
今

月
比
＋
１
．
２
ポ
イ
ン
ト
）
と
改

善
を
見
込
む
も
の
の
、「
悪
化
」
か

ら
「
不
変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で

あ
り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
年

末
年
始
の
個
人
消
費
拡
大
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需

要
拡
大
、
生
産
・
設
備
投
資
の
堅

調
な
推
移
へ
の
期
待
感
が
う
か

が
え
る
。
他
方
、
人
手
不
足
の
影

響
の
深
刻
化
や
、
原
材
料
費
・
燃

料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の

価
格
転
嫁
遅
れ
、
米
国
の
保
護
主

義
的
な
関
税
措
置
に
端
を
発
す

る
貿
易
摩
擦
、
消
費
増
税
の
影
響

を
懸
念
す
る
声
も
多
く
、
中
小
企

業
の
業
況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
す
る
見
通
し
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

  

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
卸
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
改
善
、
そ
の

他
の
３
業
種
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
各

業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的

な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。 

 

【
建
設
業
】「
工
場
な
ど
の
民

間
工
事
に
加
え
、
大
型
の
公
共
工

事
を
受
注
で
き
た
た
め
、
売
上
は

増
加
。
だ
が
、
鉄
鋼
を
始
め
と
す

る
建
設
資
材
価
格
の
上
昇
か
ら
、

収
益
の
確
保
に
は
苦
戦
し
て
い

る
」（
建
築
工
事
業
）、「
西
日
本
豪

雨
や
台
風
な
ど
の
災
害
復
旧
工

事
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
深
刻

な
人
手
不
足
か
ら
、
受
注
し
き
れ

な
い
。
人
材
確
保
を
最
優
先
目
標

に
据
え
て
い
る
が
、
具
体
的
な
解

決
策
を
見
い
だ
せ
な
い
」（
一
般
工

事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
企
業
の
設
備
投
資

意
欲
の
高
さ
か
ら
受
注
が
増
え
、

売
上
は
改
善
。
だ
が
、
世
界
経
済
全

体
の
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
お

り
、
現
在
の
受
注
量
を
維
持
で
き

る
か
不
安
で
あ
る
」（
金
属
加
工
機

械
製
造
業
）、「
米
中
貿
易
摩
擦
を

背
景
に
、
中
国
が
古
紙
の
調
達
先

を
米
国
か
ら
日
本
に
変
え
た
こ
と

で
、
古
紙
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

今
夏
に
値
上
げ
を
実
施
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
価
格
転
嫁

は
難
し
い
」（
紙
製
品
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
好
天
を
背
景
に
野

菜
の
生
産
量
が
回
復
し
た
。
価
格

も
前
年
と
同
水
準
以
下
に
ま
で
下

落
し
、
高
値
で
減
少
し
て
い
た
需

要
も
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
」（
農
産

物
卸
売
業
）、「
消
費
者
の
節
約
志

向
か
ら
、
冬
物
衣
料
の
動
き
が
鈍

く
、
売
上
は
悪
化
し
た
。
廃
業
等
に

よ
り
販
売
先
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
今
後
も
売
上
増
は
難

し
い
」（
衣
料
品
等
卸
売
業
） 

 
【
小
売
業
】「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
が
堅
調
で
、
売
上
は
改
善
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
を
導
入
し

た
こ
と
も
、
売
上
増
に
寄
与
し
て

い
る
」（
化
粧
品
等
小
売
業
）、「
他

店
と
の
価
格
競
争
が
厳
し
く
、
採

算
悪
化
と
な
っ
た
ほ
か
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
手
不
足
が

深
刻
で
、
最
低
賃
金
を
大
幅
に
上

回
る
時
給
を
提
示
し
て
い
る
が
、

応
募
が
な
い
」（
各
種
商
品
小
売

業
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
今
月
は
暖

か
い
日
が
多
く
、
天
候
が
安
定
し

て
い
た
た
め
、
観
光
客
を
中
心
に

来
店
が
増
え
た
。
高
値
が
続
い
て

い
た
農
産
物
価
格
の
下
落
に
よ

り
、
採
算
も
改
善
し
た
」（
飲
食

業
）、「
配
送
依
頼
は
多
い
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
か
ら
受
注
を
絞

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
燃
料
費
の
高

騰
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
た

め
、
さ
ら
な
る
運
賃
改
定
を
検
討

し
て
い
る
」（
運
送
業
） 

 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
６月 ▲ 15.4 ▲ 10.1 ▲  6.5 ▲ 17.1 ▲ 32.3 ▲ 12.8 

７月 ▲ 16.7 ▲ 11.5 ▲ 11.5 ▲ 18.8 ▲ 29.0 ▲ 13.6 

８月 ▲ 14.8 ▲  8.1 ▲ 11.4 ▲ 16.1 ▲ 27.7 ▲ 11.7 

９月 ▲ 16.0 ▲  7.6 ▲  9.6 ▲ 17.8 ▲ 31.4 ▲ 13.9 

１０月 ▲ 17.2 ▲ 10.7 ▲ 10.2 ▲ 24.9 ▲ 29.3 ▲ 15.2 

１１月 ▲ 14.9 ▲  9.9 ▲ 10.2 ▲  9.3 ▲ 29.2 ▲ 13.2 

見通し ▲ 13.7 ▲  9.9 ▲ 11.3 ▲  7.3 ▲ 25.9 ▲ 11.1 

 



 調査期間 : 平成年11月26日～12月9日 
 
調査対象：柏市内156事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数70件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（１１月の調査結果のポイント） 

柏 

市 

の 

業 

況 

全
産
業
況
Ｄ
Ｉ
は
変
わ
ら

ず
。
先
行
き
は
懸
念
材
料
多
い

が
横
ば
い
で
推
移 

 １
１
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ

Ｉ
値(

前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以

下
同
じ)

は
、
▲
１
２
．
８
（
前
月

水
準
▲
１
２
．
８)

と
な
り
、
変
わ

ら
な
か
っ
た
。 

業
種
別
で
は
、
前
月
水
準
と
比

べ
て
、
プ
ラ
ス
幅
が
拡
大
し
た
業

種
は
、
製
造
業
△
１
２
．
５(

同
△

６
．
２)

で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が

縮
小
し
た
業
種
は
、
建
設
業
▲

５
．
５(

同
▲
１
０
．
５)

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
業
種

は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、
サ
ー
ビ

ス
業
▲
１
３
．
３(

同
▲
６
．
２)

、

卸
小
売
業
▲
３
８
．
０(

同
▲
３

６
．
８)

で
あ
る
。 

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
消
費
税

Ｕ
Ｐ
前
の
駆
け
込
み
需
要
を
感
じ

る
が
、
年
内
の
仕
事
に
追
わ
れ
て

い
る
。
年
明
け
後
の
話
も
前
年
よ

り
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
う
な
る
の

か
見
通
し
辛
い
」（
一
般
土
木
建
築

工
事
業
）、「
最
近
は
３
ヵ
月
先
の

工
事
受
注
見
通
し
も
不
透
明
感
あ

り
。
好
況
の
業
種
と
不
況
の
業
種

が
分
断
さ
れ
て
い
る
」（
電
気
工
事

業
）、「
消
費
税
増
税
を
嫌
気
し
て

か
、
一
般
顧
客
の
注
文
が
殺
到
。
来

年
は
当
社
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
検
討
し
な
く
て
は
」（
内
装
工
事

業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
医
療
向

け
建
材
が
停
滞
。
見
通
し
も
下
降

傾
向
」（
特
殊
産
業
用
機
械
）、「
決

算
で
は
、
前
期
の
売
上
高
よ
り
上

昇
し
た
が
、
利
益
率
の
低
下
に
よ

り
今
後
の
資
金
繰
り
に
不
安
。
原

因
を
模
索
す
る
」（
印
刷
業
）、「
印

刷
の
仕
事
自
体
が
各
会
社
で
出
来

る
こ
と
と
印
刷
会
社
で
し
か
出
来

な
い
仕
事
と
に
完
全
に
分
け
ら
れ

る
時
代
。
自
社
の
存
在
理
由
を
明

確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
」（
印
刷
業
）
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
陽
気

が
暖
か
い
せ
い
か
休
日
に
出
か
け

る
人
が
多
く
、
郊
外
店
舗
の
為
来

客
数
減
少
。
一
時
出
た
季
節
商
品

の
売
上
が
ス
ト
ッ
プ
状
態
。
消
費

税
増
税
時
の
軽
減
措
置
が
分
か
り

に
く
い
。
薄
利
の
為
、
カ
ー
ド
手
数

料
も
あ
り
、
セ
ー
ル
期
間
中
は
現

金
支
払
い
の
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
」（
飲
食
料
品
小
売
業
）、「
１

人
当
た
り
の
顧
客
単
価
は
昨
年

並
。
買
上
げ
点
数
は
微
増
の
状
況
。

衣
料
品
は
暖
冬
の
影
響
で
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
」（
各
種
商
品
小
売

業
）、「
新
学
期
商
品
の
教
科
書
、
副

読
本
の
販
売
が
あ
り
１
～
４
月
ま

で
が
ピ
ー
ク
。
特
に
３
、
４
月
の
売

上
で
全
体
の
８
割
が
終
了
」
（
書

籍
・
文
房
具
小
売
業
）、「
１
１
月
か

ら
日
本
ワ
イ
ン
の
表
示
が
変
わ

り
、
市
況
へ
の
影
響
を
予
測
し
た

が
、
あ
ま
り
売
上
に
変
化
な
し
。
定

番
品
の
売
上
は
前
年
通
り
だ
が
、

ス
ポ
ッ
ト
的
な
売
上
が
昨
年
よ
り

落
ち
込
む
。
市
場
が
冷
え
て
高
単

価
商
品
の
購
買
力
が
落
ち
た
の
か

原
因
は
わ
か
ら
な
い
。
１
２
月
の

需
要
期
に
期
待
」（
食
料
・
飲
料
卸

売
業
）、「
テ
ナ
ン
ト
の
入
れ
替
わ

り
が
早
く
、
定
着
し
な
い
」（
各
種

商
品
小
売
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
売

上
減
少
に
つ
い
て
、
メ
ニ
ュ
ー
内

容
や
接
客
等
、
店
内
に
お
け
る
問

題
点
を
考
え
る
」（
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ

ー
ル
）、「
ラ
ン
チ
は
良
い
が
、
夜
の

顧
客
が
少
な
い
。
デ
リ
バ
リ
ー
は

昼
が
良
い
。
仕
入
は
野
菜
の
価
格

が
安
定
し
て
き
た
」（
食
堂
・
レ
ス

ト
ラ
ン
）、「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
か

ら
く
る
引
越
業
者
の
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
対
策
で
、
社
員
の
早
め
の

転
勤
、
移
動
を
打
つ
企
業
が
出
て

い
る
。
通
常
よ
り
繁
忙
期
が
早
ま

り
そ
う
」
（
不
動
産
賃
貸
・
管
理

業
）、「
残
す
１
ヶ
月
。
戦
略
的
ビ

ジ
ネ
ス
を
描
き
向
か
う
。
先
が
読

め
な
い
」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
）、

「
ジ
ワ
ジ
ワ
と
効
い
て
く
る
我
が

国
の
ト
ッ
プ
企
業
の
売
上
ダ
ウ

ン
、
中
小
企
業
に
も
響
く
か
。
市

内
の
経
営
者
に
聞
く
景
気
は
、
多

忙
な
れ
ど
利
益
上
が
ら
ず
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
景
気
は
な
い
だ
ろ
う
と

の
声
」（
投
資
顧
問
）
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 １
１
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
売
上
安
定 

各
業
種
よ
り
、「
１
１
月
は
暖
か

か
っ
た
為
、
１
０
月
に
売
れ
る
品

が
１
ヵ
月
ず
れ
込
ん
で
売
れ
て
い

る
。
冬
物
の
出
が
悪
く
、
特
に
コ

ー
ト
が
悪
い
。
た
だ
人
手
は
多
く
、

売
上
は
大
き
く
落
と
さ
な
か
っ

た
」（
婦
人
・
子
供
服
小
売
業
）、

「
比
較
的
天
候
も
安
定
し
て
い

て
、
客
足
も
良
か
っ
た
」（
菓
子
・

パ
ン
小
売
業
）、「
１
１
月
２
７
日

に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
館
２
Ｆ

に
フ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ト
が
オ
ー
プ

ン
。
入
店
客
数
は
伸
長
し
売
上
は

堅
調
に
推
移
」
（
各
種
商
品
小
売

業
）、「
高
齢
者
の
資
産
処
分
や
、

相
続
物
件
の
売
却
依
頼
等
の
引
き

合
い
が
増
加
。
家
賃
並
で
購
入
で

き
る
値
頃
感
の
あ
る
住
宅
、
マ
ン

シ
ョ
ン
は
安
定
し
て
需
要
あ
り
。

高
額
物
件
の
動
き
は
鈍
い
」（
不
動

産
管
理
業
）、「
西
口
東
口
共
に
飲

食
新
店
ラ
ッ
シ
ュ
で
好
調
。
街
の

賑
わ
い
は
飲
食
と
大
型
店
と
の
共

存
で
あ
る
」（
不
動
産
賃
貸
業
）
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。 

◎
経
費
増
加 

各
業
種
よ
り
、「
仕
入
価
格
上
昇
分
、

転
嫁
で
き
ず
」（
職
別
工
事
業
）、「
毎
年

多
く
の
仕
入
先
で
価
格
改
定
が
あ
る

時
期
。
今
年
も
多
く
の
ア
イ
テ
ム
が
一

斉
値
上
げ
。
連
動
し
て
販
売
価
格
を
値

上
げ
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
市
場
で

の
競
合
が
激
し
い
ア
イ
テ
ム
に
は
難

し
い
。
客
先
と
の
値
上
げ
交
渉
も
ア
イ

テ
ム
毎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
難
攻

し
そ
う
」（
自
動
車
付
属
品
製
造
業
）、

「
仕
入
価
格
の
値
上
げ
要
望
が
続
く
」

（
機
械
・
同
部
品
製
造
業
）、「
中
国
が

米
国
か
ら
古
紙
を
仕
入
で
き
な
く
な

り
、
日
本
の
紙
が
不
足
し
値
上
が
り
し

て
い
る
」（
紙
製
容
器
製
造
業
）、「
新
年

度
春
物
商
品
の
仕
入
れ
在
庫
で
当
面

の
資
金
繰
り
厳
し
い
。
ま
た
、
退
職
者

を
見
込
み
人
員
確
保
（
資
格
者
、
技
術

者
）
を
し
て
い
る
が
、
確
保
の
為
に
賞

与
も
支
給
予
定
。
こ
の
人
件
費
増
が
収

益
の
負
担
」（
飲
食
料
品
小
売
業
）
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 全
国
の
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調

査(CCI-LOBO)

と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」
が

▲
１
２
．
８
に
対
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｉ
䢢
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
」
が
▲
１
４
．
９
で
柏
の
方
が
マ

イ
ナ
ス
幅
が
２.

１
ポ
イ
ン
ト
小
さ

い
。
業
種
別
で
は
、「
柏
の
景
気
」
の
方

が
良
い
業
種
は
、
建
設
業
、
製
造
業
で

あ
り
、
製
造
業
は
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上

良
い
。「
柏
の
景
気
」
の
方
が
悪
い
業
種

は
、
卸
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。 

  

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

６月 ▲21.1 ± 0.0 ▲30.7 ▲39.1 ▲13.3 

７月 ▲30.9 ▲21.0 ▲25.0 ▲54.5 ▲14.2 

８月 ▲11.4 ▲ 5.8 △ 7.1 ▲37.5 △ 6.6 

９月 ▲20.0 ▲22.2 ▲12.5 ▲33.3 ▲ 6.6 

１０月 ▲12.8 ▲10.5 △ 6.2 ▲36.8 ▲ 6.2 

１１月 ▲12.8 ▲ 5.5 △12.5 ▲38.0 ▲13.3 

見通し ▲ 8.5 ▲16.6 △12.5 ▲14.2 ▲13.3 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 


